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笑顔満点！全校生徒の絆深く笑顔満点！全校生徒の絆深く

５月14日：世田米中学校運動会５月14日：世田米中学校運動会



（ 3 ） 令和４年５月25日　広報すみた 広報すみた　令和４年５月25日（ 2 ）

令和４年４月１日から令和４年４月１日から

　　　　成年年齢が 18 歳に！　　　　成年年齢が 18 歳に！

　

明
治
時
代
か
ら
今
日
ま
で
約

１
４
０
年
間
、
日
本
で
の
成
年

年
齢
は
20
歳
と
民
法
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
民
法
が

改
正
さ
れ
、
令
和
４
年
４
月
１

日
か
ら
、
成
年
年
齢
が
20
歳
か

ら
18
歳
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
選
挙
に
お
け
る
投
票

権
年
齢
を
18
歳
と
定
め
る
な

ど
、
18
歳
、
19
歳
の
若
者
に
も

国
政
の
重
要
な
判
断
に
参
加
し

て
も
ら
う
た
め
の
政
策
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

「
成
年
年
齢
」
は

　
　
　

い
つ
か
ら
変
わ
る
の
？

１

成
年
に
達
す
る
と

　
　
　
　
　
　

何
が
変
わ
る
？

２　

民
法
が
定
め
て
い
る
成
年
年

齢
は
「
一
人
で
契
約
す
る
こ
と

が
で
き
る
年
齢
」
と
い
う
意
味

と
「
父
母
の
親
権
に
服
さ
な
く

な
る
年
齢
」
と
い
う
意
味
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
成
年
に
達
す

る
と
、
親
の
同
意
を
得
な
く
て

も
、
自
分
の
意
思
で
さ
ま
ざ
ま

な
契
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
携
帯
電
話
を
契
約

す
る
、
一
人
暮
ら
し
の
部
屋
を

借
り
る
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

を
つ
く
る
、
高
額
な
商
品
を
購

入
し
た
と
き
に
ロ
ー
ン
を
組
む

と
い
っ
た
と
き
、
未
成
年
の
場

合
は
親
の
同
意
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
成
年
に
達
す
る
と
、

親
の
同
意
が
な
く
て
も
、
こ
う

し
た
契
約
が
自
分
一
人
で
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

親
権
に
服
さ
な
く
な
る
た
め
、

自
分
の
住
む
場
所
、
進
学
や
就

職
先
な
ど
の
進
路
な
ど
も
自
分

の
意
思
で
決
定
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

左
表
に
、
18
歳
に
な
っ
た
ら

で
き
る
こ
と
、
20
歳
に
な
っ
て

か
ら
で
き
る
こ
と
の
一
部
を
ま

と
め
ま
し
た
。

18歳になったらできる主なこと
20歳になってからできる主なこと
（これまでと変わらないこと）

■親の同意がなくても契約できる
　・携帯電話の契約
　・各種ローンを組む
    （返済能力を超えるローンと認められて
　　契約できないこともあります。）
　・クレジットカードをつくる
　　（支払い能力の審査の結果、カードがつ
　　くれないこともあります。）
　・一人暮らしの部屋を借りる　など
■免許・資格
　〇国家資格の取得と資格に基づく就職
　・公認会計士・司法書士・行政書士
　・社会保険労務士など
■結婚
　女性の結婚可能年齢が 16 歳から 18 歳に引
　き上げられ、男女とも 18 歳に。
■その他
　・性同一性障害の人が性別の取り扱いの変
　　更審判を受けられる。
　・10 年有効パスポートの取得
　・外国人の帰化申請　など
■現在でも 18 歳になったらできること
　・普通自動車免許の取得
　・国民投票の投票
　・選挙の投票や選挙運動

■嗜好品
　・飲酒
　お酒の年齢制限は、20 歳のまま維持され
　ます。これは飲酒による健康被害などが懸
　念されるため。
　・喫煙
　たばこの年齢制限も飲酒と同様 20 歳のま
　ま維持されます。喫煙による健康被害など
　が懸念されるため。
■免許・資格
　・大型、中型自動車免許の取得
■その他
　・競馬、競輪、オートレース、競艇の投票
　　券（馬券など）の購入
　・養子を迎える

成
年
に
達
し
て

　

一
人
で
契
約
す
る
際
に

　
　
　
　

注
意
す
る
こ
と
は
？

３　

未
成
年
者
だ
っ
た
場
合
、
契

約
に
は
親
の
同
意
が
必
要
で

す
。
も
し
、
未
成
年
者
が
親
の

同
意
を
得
ず
に
契
約
し
た
場
合

は「
未
成
年
者
取
消
権
」に
よ
っ

て
、
そ
の
契
約
を
取
り
消
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
未
成
年

者
取
消
権
は
、
未
成
年
者
を
保

護
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

未
成
年
者
の
被
害
を
抑
止
す
る

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

成
年
に
達
す
る
と
、
親
の
同

意
が
な
く
て
も
自
分
で
契
約
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
未

成
年
者
取
消
権
は
行
使
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
契
約

を
結
ぶ
か
ど
う
か
を
決
め
る
の

も
自
分
な
ら
、
そ
の
契
約
に
対

し
て
責
任
を
負
う
の
も
自
分
自

身
に
な
り
ま
す
。

　

契
約
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー

ル
が
あ
り
、
知
識
が
な
い
ま

ま
、
安
易
に
契
約
を
交
わ
す
と

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
悪
質
業
者

は
、
親
の
同
意
が
不
要
で
、
一

方
的
に
は
契
約
を
取
り
消
せ
な

い
「
新
成
人
」
を
狙
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
考
え
て

生年月日 新成人となる日 成年年齢

平成14年４月１日以前生まれ 20歳の誕生日 20歳
平成14年４月２日から
平成15年４月１日生まれ

令和４年４月１日 19歳

平成15年４月２日から
平成16年４月１日生まれ

令和４年４月１日 18歳

平成16年４月２日以降生まれ 18歳の誕生日 18歳

▲生年月日によって新成人となる日

知
っ
て
い
ま
す
か
？

18
歳
に
な
っ
て
で
き
る
こ
と

で
き
な
い
こ
と

成
人
式
の
対
象
は

　
　
　
　
　

18
歳
に
な
る
の
？

４　

「
成
人
式
」
の
実
施
時
期
や

対
象
年
齢
な
ど
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
法
律
に
よ
る
定
め
は

な
く
、
自
治
体
ご
と
の
判
断
に

よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
町

で
は
、
開
催
年
度
に
満
20
歳
に

達
す
る
方
を
対
象
と
し
た
「
20

歳
の
集
い
」
を
８
月
に
開
催
す

る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

か
ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
販
売
や
強
引
な
電
話
勧

誘
な
ど
で
慎
重
に
検
討
す
る
余

裕
が
な
い
ま
ま
契
約
を
し
て
し

ま
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
８
日

間
（
マ
ル
チ
商
法
な
ど
は
20
日

間
）
以
内
で
あ
れ
ば
、
無
条
件

で
契
約
を
解
除
で
き
る
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
契
約
に
関
わ
る
重
要
事

項
で
嘘
を
つ
い
た
り
、
消
費
者

が
困
惑
し
て
契
約
し
た
な
ど
不

当
な
勧
誘
が
あ
っ
た
場
合
は
、

消
費
者
契
約
法
に
よ
り
取
り
消

す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
成
年
に
な
っ
て

も
で
き
る
契
約
の
取
り
消
し
に

関
わ
る
制
度
で
す
。
困
っ
た
と

き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
「
消
費

者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
」
ま

で
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
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■
対
象
者

　

町
内
に
自
ら
居
住
す
る
住
宅

　

を
新
築
す
る
方

■
補
助
金
額

　

下
図
の
補
助
金
額
の
合
計

※
工
事
費
用
の
20
％
が
上
限

■
加
算（
補
助
）要
件

●
Ｕ
タ
ー
ン
・
移
住
加
算

　

町
外
か
ら
移
住
、
も
し
く
は

　

町
内
の
賃
貸
住
宅
や
公
営
住

　

宅
か
ら
転
居
し
た
場
合

●
子
育
て
世
帯
加
算

　

18
歳
以
下
の
子
ど
も
が
世
帯

　

内
に
い
る
場
合

●
町
内
施
工
業
者
加
算

　

町
内
の
施
工
業
者
に
工
事
を

　

依
頼
す
る
場
合

●
町
産
材
加
算

　

町
産
材
を
使
用
し
た
場
合

　

（
町
産
材
１
㎥
に
つ
き
２
万

　

５
０
０
０
円
）

※
町
で
は
、
住
宅
金
融
支
援
機

構
と
連
携
し
て
い
る
た
め
、
住

宅
ロ
ー
ン「
フ
ラ
ッ
ト
35
」
を

利
用
す
る
場
合
、
借
入
金
利
を

当
初
５
年
間
０
・
２
５
％
引
き

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住宅を新築される方 以下に該当する方

最大 300 万円まで最大 300 万円まで

工事費用の20％が上限

住宅建築事業費補助金 住宅リフォーム事業費補助金

　

住
宅
に
浄
化
槽
を
設
置
す
る

場
合
、
そ
の
経
費
に
対
し
て
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

■
対
象
者

　

町
内
の
公
共
下
水
道
区
域
外

　

の
方

■
補
助
金
額

　

下
表
の
と
お
り

区分
１基あたりの

補助金額

５人槽 522,000円

７人槽まで 571,000円

10人槽まで 838,000円

■
補
助
対
象

　

自
家
水
道
組
合
が
整
備
す
る

　

飲
料
水
供
給
施
設
の
新
設
・

　

更
新
ま
た
は
補
修

■
補
助
金
額

　

費
用
の
２
分
の
１
以
内
の
額

※
一
戸
あ
た
り
の
負
担
額
が

60
万
円
を
超
え
る
場
合
は
補
助

率
が
変
動
し
ま
す
。

※
条
件
な
ど
に
よ
り
、
組
合
で

整
備
で
き
な
い
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課
　

住
宅
担
当

　
　
　

ま
た
は
上
下
水
道
担
当

　
　
　
　
　

☎
46-

２
１
１
５

浄
化
槽
設
置
整
備
補
助
金

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
改
修

飲
料
水
供
給
施
設

整
備
事
業
費
補
助
金

　

「
す
ま
い
の
補
助
金
」
は
住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る

補
助
制
度
で
す
。「
住
田
に
住
み
た
い
」と
い
う
思
い
を
応
援
し
ま
す
。

す
ま
い
の
補
助
金

す
ま
い
の
補
助
金

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　
　
　
　

事
業
費
補
助
金

■
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

　

住
宅
や
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー

　

ム
す
る
方

〇
町
外
か
ら
移
住
、
も
し
く
は

　

町
内
の
賃
貸
住
宅
や
公
営
住

　

宅
か
ら
転
居
す
る
方

〇
18
歳
以
下
の
子
ど
も
が
世
帯

　

内
に
い
る
方

〇
町
内
の
施
工
業
者
に
工
事
を

　

依
頼
す
る
方

■
補
助
金
額

　

左
図
の
箇
所
に
要
す
る
費
用

　

の
合
計
額
の
20
％

※
上
限
１
５
０
万
円

Ｕターン・移住

子育て世帯

町内施工業者の利用

以下の箇所に
要する費用の 20％

・ 断熱サッシや断熱玄関
　ドアの既製品
・ 内外装（壁・床・天井）に
　用いる断熱材と町産材
　を用いた仕上げ材
・ 浴室、洗面脱衣室、便　　
　所、台所に係る既製品

150万円が上限

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
は
、
過
去
の

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

■
対
象
者

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

　

着
工
し
た
木
造
住
宅
に
お
住

　

い
の
方

■
自
己
負
担
額

　

３
０
０
０
円

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

　
　
　

助
成
事
業
費
補
助
金

■
対
象
者

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
改
修
が

　

必
要
と
さ
れ
た
住
宅
に
お
住

　

ま
い
の
方

■
補
助
金
額

　

工
事
費
用
の
２
分
の
１

　

※
上
限
１
０
０
万
円

※
上
記
の
住
宅
関
係
補
助
金
と

併
用
で
き
ま
す
。

■
留
意
点

・ 

合
併
処
理
浄
化
槽
の
更
新
は

　

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

・ 

申
請
は
11
月
末
ま
で
受
け
付

  

け
て
い
ま
す
。

住
宅
建
築
事
業
費
補
助
金

震
災
の
経
験
な
ど
か
ら
、
大
地

震
に
弱
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
町
で
は
、
木
造
住
宅
を
対

象
に
、
耐
震
診
断
と
改
修
に
対

す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
は
「
教
育
審
議
会
答
申
内
容
お
よ
び
今
後

の
学
校
教
育
環
境
の
在
り
方
に
関
す
る
説
明
会
」
を
、
４
月

18
日
か
ら
27
日
ま
で
の
間
で
、
世
田
米
、
有
住
地
区
の
保
護

者
と
、
世
田
米
、
有
住
地
区
民
を
対
象
と
し
て
４
回
に
わ
た

り
開
催
し
ま
し
た
。

　

教
育
審
議
会
は
、
昨
年
７
月
に
教
育
委
員
会
か
ら
「
町
の

教
育
の
在
り
方
お
よ
び
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
諮
問
を

受
け
、
議
論
を
重
ね
、
令
和
４
年
３
月
17
日
に
答
申
し
た
も

の
で
す
。

町
教
育
審
議
会
の
答
申
に
同
意

①
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
統
合

　

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

②
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
児
童

　

の
発
達
段
階
を
踏
ま
え
た
十

　

分
な
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

　

る
こ
と
か
ら
時
機
を
待
っ
て

　

統
合
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

（
付
帯
事
項
）

①
当
該
学
校
の
関
係
者
、
保
護

　

者
な
ら
び
に
地
域
住
民
へ
の

　

十
分
な
説
明
を
行
い
、
合
意

　

形
成
を
図
っ
た
上
で
進
め
る

　

こ
と

②
地
域
創
造
学
で
の
保
小
中
高

　

連
携
し
た
学
び
を
継
続
し
、
　
　

　

さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ
と

③
通
学
区
域
が
変
更
と
な
る
児

　

童
・
生
徒
に
対
す
る
通
学
支

　

援
の
手
立
て
（
ス
ク
ー
ル
バ

　

ス
な
ど
の
運
行
な
ど
）
を
講

　

じ
る
こ
と

④
統
合
が
実
現
す
る
ま
で
の
間

　

学
校
間
の
交
流
活
動
な
ど
を

　

行
い
、
児
童
・
生
徒
や
保
護

　

者
の
不
安
を
解
消
す
る
よ
う

　

努
め
る
こ
と

■
教
育
審
議
会
と
は

　

教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ

　

て
、
教
育
計
画
の
樹
立
、
学

　

校
の
組
織
再
編
の
企
画
な
ど

　

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

　

調
査
、
審
議
す
る
機
関

　

教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
審

議
会
の
答
申
を
受
け
て
今
回
の

説
明
会
を
開
催
し
、
保
護
者
や

地
域
の
方
々
の
合
意
形
成
を
図

り
ま
し
た
。

▲有住地区保護者への説明会

　

教
育
審
議
会
か
ら
の
答
申
と

説
明
会
を
踏
ま
え
教
育
委
員
会

で
は
、
学
校
統
合
推
進
協
議
会

を
立
ち
上
げ
て
、
第
１
回
の
会

議
を
５
月
19
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
今
後
、推
進
協
議
会
で
は
、

中
学
校
の
統
合
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
協
議
を
進
め
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
　

学
校
教
育
係

　
　
　
　
　

☎
46-

３
８
６
３

教
育
審
議
会
答
申
の

　
　
　
　
　

主
な
内
容

町
学
校
統
合
推
進

　
　
　

協
議
会
を
設
置

学校教育環境の在り方を議論学校教育環境の在り方を議論

Ｕターン・移住加算

50 万円50 万円

子育て世帯加算

50 万円50 万円

町内施工業者加算

150 万円150 万円

町産材加算

最大 50 万円最大 50万円
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林
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
住
民
主
体
の
支
え
合
い
を
推
進
す
る
取
り
組
み
と

し
て
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
支
援

と
地
域
の
支
え
合
い
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
の
支
え
合
い
を
大
切
に

　

町
の
高
齢
化
率
は
、46
・
８
％

（
令
和
４
年
３
月
現
在
）
で
あ

り
、
お
よ
そ
２
人
に
１
人
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
１
人
に
対
す
る
15
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
若
い
世
代
は
１
・

７
人
で
あ
り
、
若
い
世
代
だ
け

で
は
支
え
る
の
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
高
齢
者
が

高
齢
者
を
支
え
る
時
代
に
突
入

し
て
い
ま
す
。

世田米 大股 下有住 上有住 五葉

人口 2,750人 237人 666人 1,067人 275人

高齢化率 44.2％ 57.0％ 44.9％ 48.8％ 60.4％

後期高齢者１人あたりの

生産年齢人口（15～64歳）
1.8人 1.2人 1.7人 1.7人 1.0人

高
齢
者
が

　
　
　

高
齢
者
を
支
え
る
時
代

地
域
で
の
支
え
合
い
が

　
　
　
　
　
　

必
要
な
時
代
へ

　

こ
れ
ま
で
の
高
齢
者
支
援

は
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
の
専

門
職
が
主
に
担
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
生
活
ス
タ
イ
ル

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
、
ま
ず
は
自
分
か
ら
元
気

に
い
き
い
き
過
ご
す
こ
と
が
大

切
で
す
。
地
域
の
活
動
に
参
加

し
た
り
、
近
所
の
顔
な
じ
み
の

関
係
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
そ

の
一
歩
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
は
、
地
域
で
の
支

え
合
い
活
動
を
支
え
る
た
め
、

▲各地区の状況

町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動

す
る
人
で
す
。
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
配
置
し
て
お
り
、
地
域

に
出
向
い
て
支
え
合
い
に
よ
る

生
活
支
援
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
よ
り
長

く
過
ご
せ
る
よ
う
に
地
域
ぐ
る

み
の
支
え
合
い
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

　

タ
ー
の
連
絡
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

☎
46-

２
３
０
０

★
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
46-

２
４
２
４

虫
歯
ゼ
ロ
の
す
こ
や
か
ち
ゃ
ん

　

～
３
月
の
健
診
結
果
か
ら
～

【１
歳
６
カ
月
児
】

岡
本
　

颯そ
う
ま馬

く
ん（
川
向
）

千
葉
　

琥こ
は
く珀

く
ん（
大
崎
）

吉
田
　

聖せ

な那
く
ん（
向
川
口
）

横
澤
　

孝た
か
ひ
ろ洋

く
ん（
清
水
沢
）

山
内
　

萌も
え
か楓

ち
ゃ
ん（
川
向
）

【３
歳
児
】

や
家
族
構
成
の
多
様
化
に
よ

り
、
日
常
生
活
の
困
り
ご
と
も

ま
た
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
加

え
て
、
若
い
世
代
が
減
少
す
る

こ
と
で
担
い
手
不
足
も
心
配
さ

れ
ま
す
。
心
身
状
態
が
悪
く
な

れ
ば
「
支
え
合
い
」
で
で
き
る

こ
と
は
少
な
く
な
っ
て
き
ま
す

が
、
ほ
ん
の
少
し
支
援
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
に
は
、
見
守
り

や
ゴ
ミ
出
し
の
手
伝
い
な
ど
近

所
の
支
え
合
い
が
大
切
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
支

援
は
専
門
職
だ
け
で
な
く
、
地

域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

上野　蒼
そ う た

太くん
（八日町）

ご
自
身
の
森
林
を
知
り
ま
し
ょ
う

　

森
林
は
持
ち
主
本
人
で
あ
っ
て
も
、
宅
地
や
田
畑
の
よ
う
に

毎
日
足
を
運
ぶ
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
場
所
や
そ
の
森
林
の
状

態
、
今
後
ど
う
管
理
し
て
い
く
か
が
よ
く
分
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
林
政
課
に
よ
く
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
質
問
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
の
で
、
ご
自
身

の
山
の
管
理
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

山
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
知
っ

て
い
る
ん
だ
け
ど
、
場
所
が
よ

く
分
か
ら
な
い
…

　

土
地
を
所
有
し
て
い
る
こ
と

を
公
に
証
明
す
る
資
料
と
し
て

「
公
図
」が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

法
務
局
で
申
請
し
て
入
手
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

土
地
の
場
所
を
探
す
参
考
資

料
と
し
て
、
林
政
課
に
お
い

て
、
航
空
写
真
や
地
形
図
に
お

持
ち
の
森
林
の
区
画
を
示
し
た

「
林
地
台
帳
地
図
の
閲
覧
、
交

付
」
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
申
請
の
と
き
に
は
、
納

う
ち
の
森
林
が
ど
ん
な
状
態

な
の
か
分
か
ら
な
い
…

　

一
般
的
に
ス
ギ
や
カ
ラ
マ
ツ

の
人
工
林
で
は
、
植
栽
か
ら
５

年
程
度
下
刈
や
シ
カ
の
食
害
対

策
を
し
、
11
年
か
ら
40
年
程
度

で
木
の
成
長
に
応
じ
て
除
伐
、

間
伐
を
し
て
、
木
の
成
長
を
促

す
こ
と
に
よ
り
、
50
年
ほ
ど
で

伐
採（
主
伐
）で
き
る
よ
う
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
土

壌
や
日
当
た
り
、
過
去
に
行
っ

た
手
入
れ
な
ど
に
よ
り
、
木
の

育
ち
方
に
は
違
い
が
生
じ
ま

す
。）

　

森
林
の
樹
種
や
林
齢
を
知
り

た
い
方
は
、
林
政
課
で
「
森
林

計
画
資
料
」
を
申
請
し
て
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
ど
ん
な
手
入
れ
が
必
要
な

の
か
、
い
つ
頃
が
伐
採
の
適
期

か
は
、
森
林
組
合
や
伐
採
業
者

な
ど
、
専
門
の
事
業
者
に
相
談

す
る
と
良
い
で
す
。

　

森
林
の
手
入
れ
の
補
助
金
を

国
や
県
、
町
で
も
出
し
て
い
る

た
め
、
負
担
無
く
手
入
れ
で
き

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
て

森
林
を
管
理
し
て
い
け
ば
良
い
？

　

森
林
は
持
ち
主
の
も
の
で
あ

る
と
同
時
に
、
周
囲
の
方
が
そ

の
森
林
の
中
の
沢
か
ら
水
道
を

引
い
て
い
た
り
、
大
雨
の
と
き

に
土
砂
崩
れ
を
防
い
だ
り
す
る

な
ど
、
持
ち
主
だ
け
で
な
く
多

く
の
人
々
の
生
活
に
密
接
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

特
に
伐
採
な
ど
人
の
手
を
入
れ

る
と
き
に
は
、
周
囲
に
悪
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

森
林
の
所
有
者
が
守
る
べ
き

責
務
に
留
意
す
る
と
と
も
に
Ｆ

Ｓ
Ｃ
認
証
グ
ル
ー
プ
の
森
林
で

は
、
環
境
に
配
慮
し
た
施
業
を

行
う
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

　

林
政
課
　

林
業
振
興
係

　
　
　
　
　

☎
46-

３
８
６
８

税
通
知
書
な
ど
所
有
し
て
い
る

土
地
の
地
番
が
分
か
る
資
料
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▲林地台帳地図のイメージ
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　４月 29 日からのゴールデンウィークに合わせ、
道の駅種山ヶ原ぽらんやまち家世田米駅など町内
の施設でイベントが開催されました。
　このうち、老朽化により受付棟の解体、新築を
控える滝観洞では、名物の滝流しそばの大食い大
会が催されるなど、町内外の子どもから大人まで
多くの方が訪れ、大いに賑わいを見せました。
　まち家世田米駅で行われた蚤の市では、住田食
材研究会と陸前高田市のビール醸造所とで商品化
を進めてきた、町内産イタヤカエデの樹液を使っ
たビール「KAEDE ALE（カエデエール）」を販売。
今後商品を通じた活性化が期待されます。

▲橋本さんの話に耳を傾ける受講生

ツモリソウで溢れる町にア
　５月 12 日、農林会館多目的ホールで、本年度
のアツモリソウ講座を開講しました。本講座は、
アツモリソウの保護増殖技術の向上を目的に開催
しているものです。
　本年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止のため、受講生を町内の方に限定。
　第１回のこの日は、講師を務める町かっこ花を
守る会の橋本勝美さんより、開花前の管理方法に
ついて講義。橋本さんは「今年は、皆さんの手で
しっかり管理できるようにより実践的な講座にし
ていきたい」と受講生に伝えました。本年度の講
座は全４回を予定しています。

わい再び賑

▲森林公園内を散策する参加者ら

　５月１日、すみた森の案内人（吉田洋一代表）が
主催する「花と緑の鑑賞会」が、種山ヶ原森林公
園内で行われ、参加者は散策しながら春の種山を
感じました。
　この日は、あいにくの雨模様の中、23 人が参
加し、３人の案内人の説明を聞きながら散策。散
策路には、カタクリやショウジョウバカマ、エン
ゴサクなどの花が参加者に姿を見せました。
　前々日に季節外れの積雪があったため、雪と桜
や春の山野草という異色のコラボがきれいに映っ
ていました。

が残る春の種山を散策雪

▲滝観洞

まちのホットな話題 ＳＵＭＩＴＡうおっちんぐ！ 経
営
所
得
安
定
対
策
等
交
付
金

経
営
所
得
安
定
対
策
等
交
付
金
のの

申
請
受
付
に
つ
い
て

申
請
受
付
に
つ
い
て

児
童
手
当
の
現
況
届

児
童
手
当
の
現
況
届
がが

　
　
　
　
　

省
略
と
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　

省
略
と
な
り
ま
し
た

　

昨
年
度
ま
で
児
童
手
当
の
受

給
に
は
、
継
続
し
て
受
け
る
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
を
確
認

す
る
た
め
の
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
し
た
が
、
本
年
度
か
ら

は
町
内
同
一
住
所
に
受
給
者
と

子
ど
も
が
居
住
し
て
い
る
場
合

は
、
現
況
届
の
提
出
が
不
要
に

な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
一
部
引
き
続
き
現

況
届
の
提
出
が
必
要
な
方
も
お

り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方
に

は
、個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

児童の年齢
児童手当の額

（一人当たり月額）

３歳未満 一律15,000円
３歳以上
小学校終了前

10,000円
（第３子以降は15,000円）

中学生 一律10,000円

■
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
に
つ
い
て

　

水
田
を
活
用
し
て
作
付
け
す

る
作
物
の
種
別
と
面
積
に
応
じ

種別 区分 作物名

町振興作物

○野菜 きゅうり、イチゴ、トマト、ズッキーニ
さやいんげん、かぼちゃ、ピーマン　など

○花き ベゴニア、マリーゴールド、ブルーサルビア
アゲラタム　など

町準振興作物

○野菜 なす、白菜、レタス、大根、さといも
とうもろこし、アスパラガス

○山菜 わらび、しどけ、ふき、フキノトウ、こごみ
ミズ、ゼンマイ、ウルイ　など

○果樹 ブルーベリー

○その他作物 葉タバコ

その他振興作物

〇野菜 すいか、れんこん、ショウガ、甘しょ
菌床シイタケ、マイタケ、落花生　など

○果樹 くり、ぶどう、イチジク、キウイフルーツ

○その他作物 小豆、こんにゃく芋、杉苗、唐松苗
赤松苗

県推進作物 〇野菜 たまねぎ、にんにく、ねぎ、キャベツ、にんじん
えだまめ、ばれいしょ、加工用トマト　

○交付金の対象作物 （一部抜粋）

※所得上限限度額が設けられたため所得によっ
　て特例給付が支給されない場合があります

●
出
荷
・
販
売
契
約
書
、
物
品

　

受
領
書
な
ど
で
出
荷
、
販
売

　

し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ

　

と
。
未
収
穫
物
、
地
力
増
進

　

作
物
に
つ
い
て
は
、
作
業
日

　

誌
の
提
出
が
必
要
で
す
。

■
交
付
金
の
申
請
に
つ
い
て

　

交
付
申
請
関
係
書
類
は
、
６

　

月
上
旬
に
前
年
度
に
交
付
金

　

が
交
付
さ
れ
た
農
業
者
に
送

　

付
し
ま
す
。
新
た
に
対
象
作

　

物
を
作
付
け
し
販
売
す
る
予

　

定
が
あ
る
方
で
、
交
付
金
の

　

申
請
を
お
考
え
の
方
は
農
政

　

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

■
対
象
作
物
に
つ
い
て

上
表
の
他
に
そ
ば
、な
た
ね
、

　

大
豆
、
飼
料
作
物
な
ど
も
対

　

象
に
な
り
ま
す
。

■
申
請
期
限

　

６
月
17
日（
金
）

★
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課
　

農
業
振
興
係

☎
46
‐
３
８
６
１

て
交
付
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
次

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

６
月
１
日（
水
）～
30
日（
木
）

■
提
出
書
類

〇
児
童
手
当
特
例
給
付
現
況
届

〇
受
給
者
の
健
康
保
険
被
保
険

　

者
証
の
写
し
な
ど

※
届
け
出
が
遅
れ
る
と
６
月
以

降
の
児
童
手
当
の
受
け
取
り
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
児
童
手
当
に
つ
い
て

〇
支
給
対
象

　

中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
を

　

養
育
し
て
い
る
方

※
15
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で

　

支
給
額
は
上
表
の
と
お
り
。

〇
支
給
時
期

　

原
則
、
毎
年
６
月
、
10
月
、

　

２
月
に
４
カ
月
分
の
手
当
て

　

を
支
給
し
ま
す
。

〇
申
請

　

児
童
手
当
は
住
所
地
の
市
町

　

村
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

★
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
課
　

戸
籍
係

　
　
　
　
　

☎
46
‐
２
１
１
３

▲道の駅種山ヶ原ぽらん

▲まち家世田米駅 ▲カエデエール



（ 11 ） 令和４年５月25日　広報すみた 広報すみた　令和４年５月25日（ 10 ）

お知らせお知らせ ※行事の予定については、 各世帯に配布した「 健康とくらしの予定表」 でご確認ください。

★問い合わせ
　企画財政課　政策推進係　☎ 46‐2114

令和３年度「みんなでできるまちづくり事業」実績報告

事業名 事業主体
代表者

（会員数）
補助金実績額

（事業費）
事業実績

薪づくりコミュ

ニティー事業

すみた山守育成

プロジェクト

平林　慧遠

（21人）

300,000円

（1,172,332円）

①必要資機材の購入や、試験製造のテスト

　マーケティングを実施した。

②アウトドア向けの商品として、需要の掘

　り起こしを検討した。既存の需要は落ち

　込んだものの継続的に契約する見通し

　となった。

「学びあい 育ち

あい」ふるさと創

生大学開放講座

一般社団法人

文化政策・まちづく

り学校

（ふるさと創生大学）

千葉　修悦

（27人）

300,000円

（391,948円）

①特産品開発（さつまいもジャムなど）

②体験学習（田植え、稲刈りなど）

③哲学の道を散策

④料理研究会

⑤川遊び（魚の手づかみ体験）

⑥ちっちゃな文化祭

⑦「えんがわ」産直の実施

⑧子どもの書道教室

⑨味噌づくり

もくようクラブ くらしの保健室とも
鈴木　一美

（５人）

174,000円

（217,613円）

①看護師資格のあるボランティアの参加

　をいただき、集いの場を概ね週１回継続

　して実施した。

②装飾品の制作、販売。

③食品衛生管理者の資格を取得し、アピオ

　ス茶の作成、販売を手がけ、生きがいと

　やりがいづくりにつなげた。

住田町世田米字川向 34-3 ☎ 46-2483

　毎年６月 23 日～ 29 日は「男女共同参画週間」です
　内閣府では、「『男だから』『女だから』といった性別役割にとらわれず、個性と多様性を尊重し、自身
の可能性を信じて誰もが生きがいを感じられる社会を実現していくきっかけとなるキャッチフレーズ」を
募集し、上の作品が最優秀に選ばれました。
　職場や学校、地域、家庭でそれぞれの個性と能力を発揮できる社会の実現のためには、一人ひとりの取
り組みが必要です。この週間を機に、男女共同参画について考えてみませんか？

「あなたらしい」を築く、「あたらしい」社会へ

（令和４年度内閣府男女共同参画キャッチフレーズ）

■日時
　７月 10 日（日）　14 時開演
■会場
　陸前高田市民文化会館（奇跡の一本松ホール）
■参加団体
　気仙地区内に活動拠点を置いている合唱団体
■入場料
　１枚につき 500 円
■チケットの購入について
　６月７日（火）から、町芸術文化協会（町教育委員会
　窓口）で購入できます。枚数に限りがありますので、
　お早めにお求めください。

美しい歌声をお届け

　　　　気仙芸術祭第 31 回合唱フェスティバル開催
　３年前、町農林会館で開催した第 30 回合唱フェスティバルで特別出演した、県立不来方高等学校音楽
部が、今回も出演する予定です。
　全日本合唱コンクールで数々の賞を受賞している美しい歌声をぜひご鑑賞ください！

▲３年前の不来方高校の発表

★問い合わせ
　教育委員会　生涯学習係　☎ 46-3863



（ 13 ） 令和４年５月25日　広報すみた 広報すみた　令和４年５月25日（ 12 ）

お知らせお知らせ ※行事の予定については、 各世帯に配布した「 健康とくらしの予定表」 でご確認ください。

　予約制となりますので、相談を希望する方は開催日の前日までに
一関年金事務所（☎0191‐23‐4246）までお申し込みください。

会場 開催日 開催時間

陸前高田市役所 16日（木）
10時30分～15時30分

大船渡市役所 23日（木）

国民年金などに関する社会事務相談（６月分）の開催

梅雨や台風シーズンです

土砂災害に注意しましょう

　これから大雨の季節を迎えます
が、土砂災害から身を守るため、
あらかじめ自宅周辺における土砂
災害の危険性や避難経路、避難情
報の入手方法などを確認し、いざ
というときに備えましょう。
　また、避難にあたっては、周り
の人と声をかけあって明るいうち
に避難するようお願いします。
■県の土砂災害警戒区域等の指
　定・基礎調査結果公表状況は
　こちらから

■県土砂災害警戒情報システム
　（土砂災害の危険度情報）は
　こちらから

★問い合わせ
　県土整備部砂防災害課
　　　　　　　 ☎ 019-629-5922

例えばこんなご相談はありませんか？

日時　６月15日（水）　10時から12時まで

場所　八日町集会センター

各税納期限のお知らせ
６月 30 日納期限
　町県民税（１期）
　口座振替　６月 27 日

■対象
　男性：25 歳から 36 歳の独身＆非喫煙の方（年収250万円以上）
　女性：22 歳から 36 歳の独身＆非喫煙の方（年収の制限なし）
■日時
　７月 10 日（日）　13 時 30 分～ 15 時（受付は13時から）
■会場
　大船渡市結婚相談・支援センター内
■定員
　男女各４名（男性申し込み多数の場合抽選、女性は先着順）
■参加費
　500 円
■申し込み方法
　７月２日（土）までにセンターホームページの申し込みフォームから
　ご応募ください。
　詳しくは、ホームページの開催要項をご確認ください。
★問い合わせ
　大船渡市結婚相談・支援センター　☎ 22-7582

スマート婚活「ご縁会」の参加者募集

　本年度の人権相談所を以下のとおり開催します。
　相談は無料ですので、お気軽にご相談ください。

人権相談所の開設について

豚熱ウイルスの拡散防止に

　　ご協力をお願いします

　野生イノシシの間で豚熱という
病気が広がっています。人間には
感染しませんが、豚に感染して養
豚業に大きな被害を与えます。ウ
イルスを山林から持ち帰らないよ
う、ご協力をお願いします。
〇靴の泥は山で落として帰る
〇残飯は持ち帰る
〇養豚場には近寄らない
〇イノシシの死体を見つけたら家
　畜保健衛生所に連絡を
★問い合わせ
　県南家畜保健衛生所
　　　　　　　 ☎ 0197-23-3531

■対象
　保育士の就職について相談したい方（学生も可）
■日時
　６月 17 日（金）　10 時 30 分～ 14 時
■会場
　ハローワーク大船渡
■内容
　保育の仕事に関する就職相談、専任コーディネーターから保育に関
　する情報提供など
■留意事項
　事前予約を優先しています。
　お子さまをお連れの場合でも参加できます。（託児はつきません）
★問い合わせ
　県保育士・保育所支援センター　☎ 019-637-9605

ほいくのしごと出張相談会の開催

　予約制ですので、相談を希望する方は大船渡保健所（☎27‐9922）ま
でお申し込みください。

会場 開催日 開催時間

大船渡地区合同庁舎２階第１相談室 16日（木） 14時～16時

こころの健康相談（６月分）の開催

JICA 海外協力隊

　　　　　令和４年春募集

■対象
　日本国籍を持つ、昭和 27 年７
　月２日から平成 15 年１月２日
　生まれの方
■募集期間
　６月 30 日（木）まで
■募集説明会開催
　募集期間中は、JICA海外協力隊
　の制度説明や経験者による活動
　紹介、応募相談などを行います。
　オンラインでの企画もあります
　ので、以下のウェブサイトをご
　覧ください。↓

★問い合わせ
　JICA 東北　☎ 022-223-4772

　電波は航空機や船舶、警察、消防、救急用など、生活の安心、安全の確保に使われています。不法電
波は、大切な通信を妨害し生活や人命の安全を脅かしますのでルールを守って正しく使いましょう。
★問い合わせ　総務省東北総合通信局　☎ 022-221-0641

６月１日から 10 日は「電波利用環境保護周知啓発強化期間」です

月　日 場　所 時　間

６月７日（火） 上有住地区公民館

10時～15時

８月２日（火） 農林会館

10月４日（火） 下有住地区公民館

12月６日（火） 農林会館

２月７日（火） 上有住地区公民館

※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、中止とする場合があ
ります。中止とする場合は、その都度お知らせしますので、ご確認く
ださい。
★問い合わせ
　町民生活課　戸籍係　☎ 46-2113

お見積・設計無料　お気軽にお電話下さい

★墓石の傾きを直したい・・
★草が生えないようにしたい・・
★お墓をリフォームしたい・・
★戒名・法名の刻字をしたい・・

大船渡市猪川町字中井沢 2 0 - 3
岩手県知事許可 第90167号

（有）遠 藤 石 材 販 売
TEL 0192-27-8133　FAX 0192-27-5851
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お知らせお知らせ ※行事の予定については、 各世帯に配布した「 健康とくらしの予定表」 でご確認ください。

住所 ⽒名 年齢 世帯主
⼩ ⼝ 洞 吉 ⽥   弘 88 本⼈
⾚ 畑 菊 池 満 盛 77 本⼈
向 川 ⼝ 髙 橋   博 94 本⼈
下 ⼤ 股 菊 池 輝 ⼦ 82 完⼆
奥⽕の⼟ 千 葉 ナツ⼦ 74 盛
中 上 佐 藤   茂 71 本⼈
⼆ 反 ⽥ ⽔ 野 ミ サ 70 千春
⼭ 脈 地 佐々⽊ サ ン 92 賢⼠
船 作 ⼩ ⼭ 節 ⼦ 86 忠義

お悔やみ申し上げます

⽇ 医療機関名 地区 電話番号
５⽇（⽇） ⽯倉クリニック ⼤船渡 21-2525
12⽇（⽇） 希望ヶ丘病院 ⾼⽥ 53-1019
19⽇（⽇） 菊⽥外科 泌尿器科 ⼤船渡 26-4075
26⽇（⽇） ⼤津医院 盛 27-2673

⽇ 医療機関名 地区 電話番号
５⽇（⽇） 菊池⻭科クリニック ⼤船渡 26-2108
12⽇（⽇） 細川⻭科医院 ⼤船渡 27-4158
19⽇（⽇） いいだ⻭科クリニック ⼤船渡 26-0082
26⽇（⽇） 菅野⻭科医院 世⽥⽶ 46-2345

気仙⻭科医師会 診療時間…9：00 〜 12：00

気仙医師会 診療時間…9：00 〜 12：00

６

お祝いお悔やみ
４月届出分（敬称略）

株式
会社

〒 029-2311　住田町世田米字日向 2-2

TEL　46-2130

■対象
　高校生、保護者、先生、一般の方も歓迎します。
■日時
　６月 18 日（土）　９時～ 14 時まで
■場所
　宮城県立気仙沼高等技術専門校
■内容
　①自動車整備科・オフィスビジネス科・溶接科の概要説明
　②各科の訓練体験ほか
■参加
　予約は不要です。当日、時間内にご自由にお越しください。
■服装
　訓練体験をご希望の場合は、汚れても差し支えない、動きやすい服
　装でお越しください。
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、日程の変更や中
　止となる場合がありますので、ホームページをご確認ください。
★問い合わせ
　宮城県立気仙沼高等技術専門校　☎ 0226-22-7068

気仙沼高等技術専門校第１回オープンキャンパス

　仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍するバイタリ
ティあふれる税務職員を募集しています。
　国の財政を支える税務職員にチャレンジしてみませんか？
■受験資格
　①令和４年４月１日において高校卒業後３年を経過していない者と
　　令和５年３月までに高校を卒業する見込みの者
　②人事院が①に掲げる者に準ずると認める者
■受験申し込み受け付け期間
　６月 20 日（月）から６月 29 日（水）まで
■受験申し込み方法
　受験申し込みはインターネットとする。
　国家公務員試験採用情報 NAVI はこちら→
■第１次試験日
　９月４日（日）
★問い合わせ
　仙台国税局人事第二課試験研修係　☎ 022-263-1111
　人事院東北事務局　☎ 022-221-2022

　「税務職員採用試験」のお知らせ

親子で県議会を楽しく

　　  　 学んでみません？

■対象（定員は親子20組程度）
　県内の小学校、義務教育学校に
　通う５、６年生と保護者
■日時
　８月６日（土）　13 時～ 16 時
■場所
　県議会議事堂
■内容
　議事堂探検、県議会クイズ、議
　員とのふれあいトークなどで、
　県議会の仕組みや役割を学ぶこ
　とができます。
■応募方法
　親子の氏名、子どもの学校名、
　学年、性別、住所、電話番号を
　記載の上、メールで応募。
　応募先＝ gikai@pref.iwate.jp
■留意事項
　当日撮影する写真などは、広報
　紙いわて県議会だよりや県議会
　ホームページなど、県議会や各
　議員の広報活動で使用しますの
　で、ご了承ください。
★問い合わせ
　県議会事務局  ☎019-629-6022

消費税のインボイス制度に

　　関する説明会について

　事前予約制になります。
■日時
　６月６日（月）、13日（月）、
　17日（金）、20日（月）、24日（金）
　時間はいずれも10時～12時
　定員は20名
■会場
　大船渡税務署　２階会議室
★申し込み・問い合わせ
　大船渡税務署　☎26-7016

　求職者向けに、職業能力の向上を図り、就職に結びつ
けることを目的として、職業訓練を実施しています。現
在、以下の職業訓練生を募集しています。
●簿記パソコン科
　訓練期間は７月 13 日（水）から 10 月 12 日（水）
■定員
　15名
■内容
　簿記の基礎知識とパソコンスキルの習得を目指します
■受講料
　無料（テキスト代などは自己負担）
■訓練場所
　気仙高等職業訓練校
■応募資格
　ハローワークに申し込みし、受講あっせんを受けた方
■募集期間
　６月 29 日（水）まで
★問い合わせ
　ハローワーク大船渡　☎ 27-4165

ハローワーク大船渡管内職業訓練生の募集

たばこの健康影響を知ろう！

　　　　～若者への健康影響について～

５月31日（火）から６月６日（月）まで

禁煙週間のテーマ

「出前講座」のご案内

　東北財務局盛岡財務事務所では、各学校、学
童クラブ、福祉事業所などにお伺いし、子ども
から大人まで「お金との付き合い方について適
切に判断する力を身に着ける」金融経済教育や
各種会合で金融詐欺犯罪未然防止などの出前講
座を行っています。費用はかかりませんので、
お気軽にお問い合わせください。
★問い合わせ
　東北財務局盛岡財務事務所 ☎ 019-625-3353
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【作り方】
①たけのこの穂先はくし形切
　り、下の方は３～４㎝の短
　冊切りにする。
　（少し厚めに切った方が、食
　べ応えがあります！）
②フライパンを熱してゴマ油
　を入れ、①をサッと炒め、
　Ａを加えて煮る。水分がな
　くなったら、お好みで赤唐
　辛子を加える。
③器に②を盛り付け、上に万
　能ねぎを飾って出来上がり！

《材料》４人分
　　たけのこ（茹で）　　300g
　　ゴマ油　　　　小さじ２
　　鶏ガラスープ　　 200cc
　　しょうゆ　　　小さじ２
　　みりん　　　　大さじ１
　　
　　お好みで…
　　赤唐辛子　　　　　少々
　　万能ねぎ　　　　　少々

Ａ

★問い合わせ 保健福祉課 46-3862
古紙を配合した再生紙を
使用しています
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１人分栄養量　55kcal

　　　　塩分　0.8g広報すみた本号の印刷経費は１部80.8円、発行部数2,300部です。
経費の一部は広告料で賄われています。
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おいしく＆ヘルシー　減塩レシピ減塩レシピ
◇高血圧や糖尿病などの生活習慣病を予防する
　おすすめ料理を紹介します！！

熱戦繰り広げる～小中学校大運動会～熱戦繰り広げる～小中学校大運動会～

選手宣誓声高らかに選手宣誓声高らかに

５月14日：有住中学校５月14日：有住中学校

交通安全情報 ４月末日現在
（　）内は年累計

人 身 事 故

物 損 事 故

飲酒運転検挙者

０件（１件）

５件（28 件）

０人（０人）

『 守ろう！横断歩道の交通ルール』

4,954 人

2,058 世帯

2,439 人（-15）

2,515 人（-26）

（-41）

（-５）

町民の動き　４月末日現在※（　）内は前月比

人　口

世帯数

男

女

５月21日：有住小学校５月21日：有住小学校

５月21日：世田米小学校５月21日：世田米小学校

最後まで全力で最後まで全力で

一体感もたらすよさこい一体感もたらすよさこい


